
第７次飯田市男女共同参画計画に基づく進捗管理 【長野県飯田市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ８７ 千円

交付金額 ４３ 千円

事業番号 ５

委員の意見をもとに、次年度の取組を策定するとともに、本年度の実
績評価を行う等の進行管理を適切に行う必要がある。

市民の代表である飯田市男女共同参画推進委員会を開催し、第７次計
画に掲げた取組の進捗状況、次年度の取組に関する意見聴取を実施し
た。

当市における民間企業の雇用者の各役職段階に占める女性の割合（
2021年）は係長相当職28.1％、課長相当職19.4％、部長相当職12％
と全国と比較すると高い数値であるが、国が2025年を期限として設定

する成果目標には及んでいない。この背景には、「家事育児等の制約
に加えて、女性自身が昇進、昇格を望まず、仕事に消極的である」と
いう実態調査の結果がある。更に、地域の人口動態では、10 歳代後
半から 20 歳代前半までの若年層の人口流出が顕著で、特に、当地
域へ戻ってくる者の割合は、男性よりも女性の方が低い状況である。

令和５年３月に策定した第７次飯田市男女共同参画計画において施

策の柱の一つとして掲げた、ワーク・ライフ・バランスの推進や職場での
格差解消と女性活躍の推進に関する取組を本事業で推進する。
【数値目標】 家庭・地域・職場における平等意識の浸透
（「男性が優遇されている」と感じる人の割合の減少）
⇒家庭30.1%⇒22.0% 地域52.8%⇒36.0% 職場51.5%⇒35.0%
（平成28年度末⇒令和８年度末）

庁内関係課の実務担当者による情報共有会議を実施した。

委員会において、複数のグループに分かれて意見交換を実施したため
、多様な分野からの意見を聴取することができた。
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